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国立身体障害者リハビリテーションセンターは、1995年に 「障害の予防とリハビリテーショ

ンに関するWHO指 定研究協カセンター」となった。

以下に委任事項を記す。

1.障 害の予防と軽減を図る医療、 リ ハビリテーション技術の研究 。開発を行い、WH

O研 修員および他の職員の教育と訓練を通じてこのような技術の利用についての情

報の普及を図る。

2.社 会生活技能を高めるための技術を障害をもつ人々とともに開発し、専門家の教育

と訓練を通じて技術に関わる情報の普及を図る。

3.障 害をもつ人々のための地域型リハビリテーション (CBR)、 プライマリー ・ヘル

ス ・ケア等の社会的支援システムの現状について調査と研究を行う。

4.利 用者が入手し易い福祉用具を、障害をもつ人々とともに研究 ・開発する。

5,障 害をもつ人々の保健 。医療 ・福祉専門家の教育と訓練のため手引書を製作する。

6.障 害をもつ人々のリハビリテーションについての会議とセミナーを企画する。

国立身体障害者リハビリテーションセンター
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第 1章  生 活技能訓練の進め方

利用者本人の意向や家族の要望に基づいて到達目標を設定し訓練サービスを提供する。

到達目標を記した支援 ・訓練計画を作成する。

利用者の生活状況や環境を把握し、具体的な生活のエーズを把握する作業を行うことか

らはじめ、利用者の 「できないこと」だけではなく、「できること」「強さ」に着目する。

利用者のエーズを整理し、評価 (アセスメント)の 結果により、具体的な支援内容を設

定し訓練を実施する。

訓練開始後も、訓練の進捗状況や障害者のエーズの変化を定期的に把握し、必要に応じ

て目標や支援の内容の変更を行う。

生活技能訓練には、相談やニーズ整理を行う相談支援担当者や訓練を行う訓練専門職員

が携わる。関係者が連携を図り、生活技能訓練において着目すべき事項や評価 ・訓練を進

めるに当たっての留意事項について、相談開始から訓練終了までの経過に沿って説明をす

る。

1 相 談と導入

1)相 談時の利用者情報の把握

生活技能訓練は、利用者 (対象者)が 本目談をすることによって得られた情報や専

門職員からのアドバイスにより、訓練を希望することから始まる。相談は、生活技

能訓練の最も大切な入り口である。それに携わる担当者 (以下、 叶目談支援担当者」

という)は 、障害者の訴えや置かれている状況を正確に把握することが重要である。

「将来の生活設計に不安がある」「どんな生活が出来るのかわからない」「どのよ

うなことまで実現可能かわからない」など、利用可能な情報が不足している場合や

利用者が解決すべき課題や、解決方法自体がわからない場合がある。まず、相談者

との信頼関係を築き話し合いをしていくことが必要である。以下の留意事項に配慮

し、エーズを把握する。

(1)相 談時の留意点

① 傾 聴の姿勢により、相談者の不安を和らげること。

② 主 訴の把握。

③ 障 害者の置かれている状況を把握すること。

④ 必 要に応じ情報の提供を行うこと。

(2)相 談支援担当者の態度についての留意点

① 相 談は傾聴の姿勢を持ち、利用者の訴えの核心を把握すること。

② 担 当者が、知りたい情報を聞き取ることに終始せず、利用者の現在置かれ

ている状況の把握に努めること。
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(3)課 題の整理

① 生 活状況等から課題と思われるものを抽出する。

② 課 題を充足するために必要な社会資源を探し、その適切さや可能性を検討

する。

(4)支 援計画作成の準備

① 支 援の必要な課題を確認し、優先順位をつける。

② 課 題毎の支援の目標を定める

③ 支 援の方法を具体化する。

④ 支 援の期間を検討する。

2 ア セスメントからモニタリングまでの流れ

相談 ・導入の結果、生活技能訓練を始める場合、図 1の ような流れに沿つて進める。

まず、サービスの提供を調整する担当者 (以下、「生活支援担当者」という)は 、相談支

援担当者からの情報を元に、訓練開始前に利用者のエーズ把握を行う。

生活支援担当者は、エーズやアセスメント結果を整理し、訓練担当者など支援に関わる

職員を招集し会議 (第4章 ケースカンファレンスの進め方参照)を 行う。会議の議題は、

利用者のエーズを満たすための 「支援課題」を設定し、具体的な内容を決めることである。

会議の結果を受けて、生活支援担当者は、個別の支援計画を記した支援計画書と訓練計画

を記した訓練計画書を作成する。

生活支援担当者が、支援計画書を利用者に説明し同意を得た後、訓練担当者が訓練サー

ビスの提供を行う。

また、生活支援担当者は、定期的に支援課題や訓練の進捗状況等を確認するモニタリン

グを行い、エーズや支援課題の変化を基に、支援計画書及び訓練計画書の修正や追加を行

う。
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第 2章  評 価 (アセスメント)

生活技能訓練を始める際に、面接を通して本人のエーズが把握されるが、適切なサービ

スを提供するには、実際の生活状況を把握することや支援の必要な課題をより具体化する

ことが大切である。

ここでは、評価を中心に、その進め方やポイントについて紹介する。なお、評価とは、

測定に基づいて行われた結果に意味づけをする過程である。

1 エ ーズ構造の理解

1)ニ ーズの把握と整理

利用者のエーズを3つ の側面で捉えるようにする。

(1)利 用者側のエーズ (フェル トニーズ :Felt needs)

① 実 際に困っていることを解決したい。

② こ んなことがしてみたい。

(必ずしも、現実的ではないこともある)

(2)支 援者側のエーズ (ノーマティブニーズ :Normative needs)

① こ の人なら、こんな生活が送れるだろう、送って欲しい。

② こ んな課題をできるようになるだろう、なって欲しい。

③ 専 門的知識、経験により見つけられるエーズであるため、本人も気づいて

いない事項であることもある。

(3)利 用者と支援者で話しあって合意したニーズ (リアルニーズ :Reai needs)

2)ニ ーズ把握時の留意点

(1)自 分が何に困つているのか、何をしたいのか、 ど んな生活をしたいのかをイ

メージできるよう整理する手伝いをする。

(2)利 用者が話すことのうち、ニーズとなるものを整理をする。

(3)ニ ーズは、色々な情報を得て経験を積むことで明確になっていくことが多い。

(4)ニ ーズは経験を積むことにより、時間の経過と共に変化することがある。

(5)家 族のエーズ把握も必要である。本人との乖離があるのかどうかの確認をし

たうえで本人のエーズを中心に考える。

(6)利 用者のエーズを一方的に否定しない。

(7)「 自分ができることやしたいことを明確にしたい」というニーズもある。

3)エ ーズ整理の例

ニーズは利用者が 「○○したい」という言葉で直接的に表現されるものではないこ

とが多い。



°
?コウエ圏つ4率雑・皐稼｀

町彰彰科

2二妥部?町彰彰現(8)
°
?コウエ圏'1騨軍勢事彰殺｀

r々キY・々E4_考rrごE

ウ劫?部予⑦嬰茅彰科(7)
°
マ?ウエ郵耳?翌髯さご一言ゥエ圏つ4晦騨騨亨単日

W調
ミ
部晋勢亨

ウγ霧密部晋嬰事(I)
°
9二醜霜?翌経2411g駒聾②こ8 ②Y24平晋

｀
名不24Y雛⑫H々r乙よrr々ヽ9寧?■OO｀249¥ウγ留?24卿彩首妥r一=

軍留マ導⑫r一r(レ

°く
食率ツQ韓【γ…°(食

¥a勤?雲¥ ②
°(食
¥Q?聖?Y率ワく食ワく食｀

ユこ母24翌コP｀国冒 ①
°(食
率留導こ主⑫(食平傘?P二理阜マ梨>率ぎ咳??>母｀

中日(8)
°K食
¥象事?暉秘

｀
ユ出②髯 ③

。く
食¥a町…く食平留ギ幣K字2暮主ぷγttDl彰日｀

さ体全¥マユQギ町 ②
°く
食Q狩ユこ(γq?象掌拶ゥく食主7尉,②彰目21撃 ①

°
2平24

等卑目②里妥
｀
ッ幣呈?「平ウエ脅ぎ脅ぎ主髯

ミ
ユQ?士本体食」

｀
脅辞筆首既(7)

°(食
¥Q日雰妥部享彰現さ野lle朝盟翌争原士さ守寺 ②

(食¥Q触雑 ①
°く
食率留平flユ〉率罰?Y抑ユくn□｀

主⑫KttQttDl卿盟翌(I)
°
ウ幣脅γ孝尽字図単妥ワく食ワ【食¥124挙呈客く食?「K食¥黒働」ポ4γl14



【各領域に含まれるエーズの例】

ニーズの領域 具 体  例

生活基盤
一人暮らしのための住まいや転居の住宅確保、施設利用、収入の確保

(年金、手当てなど)

健康
医療的なケア (通院や訪問看護)、二次障害の相談、歯の治療や栄養

指導

日常生活活動
ADLや 家事に関する訓練、介助者の派遣、福祉用具の利用、住宅改

造

家族支援 介助方法の指導、ホームヘルパーの派遣、ショー トステイ

コミュニケーショ

ン・スキル

コミュニケーション訓練、コミュニケーション機器の使用、手話通訳 ・

代筆などの派遣

社会生活技能
対人技能や外出など社会生活技能訓練、自立生活プログラムの利用、

ピアカウンセラーの派遣

社会参加

趣味 ・スポーツ ・レクリエーションなどの参加の場の確保、障害者の

参加しやすいプログラム、ボランティアの確保、当事者グループの参

加、権利擁護

教育 ・就労
教育相談、適切な訓練や教育の場の選択、職業ガイダンス、求職活動

の相談

QOLを 高める どのエーズにも共通する生活を豊かにすること

エンパワメント 自己受容を促進し、課題解決能力を高めること

2 -次 アセスメント

1)一 次アセスメントの視点と評価事項

一次アセスメントでは、日常生活における利用者の健康状態や心身機能を把握した

上で、日々の活動状況と家族、地域での役割を調査し、訓練の介入の 「要 ・不要」を

判定する。

また、背景因子として、噺可用者の能力と制限」「環境の能力と制限」の相互作用

で生じていることを把握するため、以下の視点によリアセスメントを行う。

(1)単 独で行えること、行えないことは何か。(頻度、程度)

(2)支 援を受けていることは何か。(頻度、程度)

(3)単 独で行えるが、していないことは何か。及びその理由は何か。

(やらせてもらえない、する必要がない等)

(4)得 意なこと、上手にできていること、興味 ・関心を持っていることは何か。

(5)緊 急に対応を要することがあるか。

(6)他 の専門部門の評価を要するものがあるか。

(7)経 済 ・家族状況、家の構造、使える社会資源、資格等はどうなのか。
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【アセスメントの例】

※ 資 料編 日 常生活活動評価表 (アセスメントシート) 参 照のこと

3)ア セスメント結果の検討
一次アセスメントが終わったら、結果を検討する。不明な点や課題を解決する方法

について、専門職等による二次アセスメントが必要かの判断をおこなう。

4)ア セスメント検討のポイント

① 生 活活動の領域ごとにサービス提供が必要な項目をピックアップする。

② 利 用者と環境の相互作用から 「環境が障害となっていることは何か」

「環境を調整すればできることは何か」を考える。

③ 既 に得ている情報から利用者の本音や新たな能力の発見が出来る場合がある。

調  理 記 載  例

お茶を準備する
電気ポットヘの給水、茶葉計量、注ぐ等単独で可能。毎日、

食事の際に行っている

2 炊飯をする
米の計量はできるが水加減がわからない。水加減ができれ

ば単独で行える

3 調理補助をする

食事は全て母が作る。レトル トやゆでる程度のことは、受

傷前からやっていたので、できると思うが、「危ない」から

と言ってやらせてもらっていない。やってみたい気もする ・・

4
簡単な副食を準備す

る

母が仕事に出ているので、週 2回 ヘルパーに食事の準備に

来てもらっていた。おかずの一部は、冷凍にしてもらい、

自分で電子レンジを使って温める。

洗 濯

洗濯をする
洗濯は好きで、家族の分も毎日やつている。きれいにした

り、整頓することが好き

９
匂 洗濯物を乾かす 電気乾燥機を使用、屋外に干す必要がなく、やっていない

移  動

屋内 (自宅等)で 安

全に配慮 し、移動す

る

よく、物にぶつかってけがをする。最近階段を上がる際に、

膝が痛くなることがある。 2か 月前くらいに、階段で落ち

たせいかもしれない。
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第 3章  目 標と支援課題の設定

1 サ ービス提供の目標と方法

アセスメントが終了後、訓練サービス提供の目標を検討し、サービスを必要とする視点

と実施順序を考慮して優先順位をつける。

次に、具体的なサービス提供の方法として、サービスの内容などをリス ト化する。それ

らを表に整理して記入することで訓練の計画書が作成される。

2 目 標を考える視点

1)利 用者が生活をどのように変えていきたいかをイメージして目標を考える。

2)そ の目標を達成するための小目標を考え、優先順位をつけてみる。

3)実 現可能で、利用者も援助者も元気がでるような目標を考える。

3 目 標と支援課題の設定の留意点

アセスメントで把握した、「できないこと」「できるようになった方がいいこと」を単純

に課題にせず、日標と目標を達成するために必要な支援課題 (解決すべき事柄)と して設

定する。

1)目 標の設定

(1)大 目標の下に、中目標、小日標を設定する。

(2)長 期的目標、中期的目標、短期的目標を設定する。

(3)日 標には優先順位をつける。

2)支 援課題の設定

(1)支 援項目は 「具体的」であること。

(2)達 成可能なものであること。
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3)目 標設定の例 (エーズを実現するための目標を設定する)

(1)大 目標 :事務職で就職して一人暮らしをする

【大目標】

(2)支 援課題 (目標)整 理の例

アセスメント結果の中から、目標を達成するために支援を要する項目を選ぶ。

中期目標 小目標

長期 就労移行支援への移行

中期

一人暮らしによる就職に

向けた具体的準備を行う

①就労準備のためのパソコンの基礎的知識、技術の

獲得

②一人暮らしに必要な動作の習得と支援を受ける内

容、頻度の明確化

③単独での通勤ができる移動の技能、知識の習得

④生活に必要な社会資源の確認、環境整備

短期

一人暮らしに向けた基本

的体力、身辺自立、移動

技能、知識の習得

①基礎体力の向上

②身辺管理の自立

③支援を受ける必要のある活動の確認

④家事動作、移動の基本的技能の習得

⑤安全な屋内移動の基礎

【初期段階の例】

身辺管 理
①服薬の自己管理ができない

②ひげ剃りができない

家事 管 理

①自分で洗濯できない (したことがない)

②掃除はするが、やり残しが目立つ

③インスタント食品以外の調理ができない (火が危ないと家族がやらせな

い)

④金銭管理 (貨幣弁別、小遣い帳)が できない

動移

①屋内で物にぶつかることが多い

②ガイドヘルパーの利用経験がない

③単独での屋外移動はできない

(依頼方法等も知らない)
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(5)支 援課題と支援方針の例

【初期段階の例】

支援課題 支援方針

身辺管 理

①服薬の自己管理ができない

②ひげ剃りができない

①薬の仕分け、薬箱の活用により、

自己管理できるようにする

②電気カミソリの使い方とひげ剃り

の習慣化 (毎日のチェック)を 図る

③歯磨きの必要性の理解、習慣化

(各○時間/週 :○週)

家事 管 理

①自分で洗濯できない

②掃除できるが、やり残しがある

③調理は、カップラーメンを作る程度

④金銭管理ができない

①洗剤の計量、洗濯機の利用、干す

ことができるようにする

②フローリングの室内の掃き、拭き

掃除ができるようにする

③一人分の調理を通して、単独での

調理ができる範囲を確認する

④貨幣弁別、受け渡しを間違いなく

できるようにする

(各○時間/週 :○週)

動移

①屋内で物にぶつかることが多い

②ガイドヘルパーの利用経験がない

(依頼方法等も知らない)

③単独での屋外移動はできない

①屋内移動における防御方法の習得

②ガイドヘルパーの利用方法を理解

し、自分で手続きできるようにする

③ 単独での通勤を目的とした移動

訓練を行う

(各○時間/週 :○週)

そ の  他

① l日中ほとんど家の中におり、基

礎体力が低い

②自分に何ができるかわからない

③家族の中で役割がない

①歩行訓練、体育で基礎体力をつけ

る

②各支援項目を通じて、様々なこと

ができる可能性があることを体験さ

せる

(各○時間/週 :○週)

総 合 的 な

支 援 方 針

一人暮らしの可能性と

通勤手段の確保、職業

基礎体力の向上と基本的な身辺動作の自立を図り、

そのための支援及び具体的就労のイメージ作りや、

前訓練を行い、就労を目指す。
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利用者氏名
性

別

生年月 日

(年齢)
利用契約期間 所属

個別支援計画書の策定例

個別支援計画書(初期) 年 月 日 作成

利用者の意向
①可能な限り多くの生活行為獲得

(具体的な二一ズ)
②職業に就きたい(具体的イメージなし)

③…ロ

目  標 内  容

短期目標

(優先度の

高い目標)

ロー人暮らしに向けた、基本的体力、
身辺自立、移動技術、知識の習得

達成期間 :3ヶ月

中期目標
一人暮らしによる就職に向けた

具体的準備を行う
達成期間 :4ヶ月

長期目標

(将来的な
目標)

単身で生活する。

職業訓練を利用して、事務職として就職する。

単独で通勤する。

総合的な

支援方針

基礎体力の向上と基本的な身辺動作の自立を図り、
一人暮らしの可

能性とそのための支援及び具体的就労のイメージ作りや、通勤手段
の確保、職業前訓練を行い、就労を目指す。 生活支援担当者氏名i         サ イン

(8)個 別支援計画書の留意点

支援の内容を決めるに当たっては、以下の点を考慮する。

① 利 用者全体の公平性を考えること。

利用者全員にサービス提供が行える内容、頻度であること。

② 具 体的に記載すること

例えば…会議に参加していない専門家が、訓練計画を見て、訓練を行える

内容であることが必要。

③ ど のように訓練効果を客観的に評価するか決めておくこと。

④ ア セスメント等の情報が不足しているようであれば、無理に決定せず、再

度アセスメント等により、必要な情報を集めてから、再検討すること。

⑤ 利 用者は、それぞれの地域に戻って生活をするため、その地域で修了後の

利用者を支える様々な機関との連携を取ることが重要である。

(9)個 別支援計画書及び個別訓練計画書の説明と同意

利用者がわかりやすいように計画書の内容を説明し同意を得る。

計画書の内容に同意が得られない場合には、再度計画書を作り直し、変更後の

計画書についても説明及び同意が得られた後、訓練サービス提供を開始する。
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実施者
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O力 月

O力 月

説明日: 年  月  日



61

°
?コウ

エ?翔配聖¥⑫?々r一r々② Y々々∠ム々γ妥?コウV頭妥暫革尽γ首↓首軸宗酎 ②
°
?29澄頭つ4深竪?昌翌暫単｀

9脅②呈難 ③
°
?コツ留¥?呈挙24印聾聾｀

ユ脅妥D4晏陽勢 ②
°
7コ客母妥酌躍卿百戦

｀
Q?葦理??コツ【食ユツ革マヤ聖｀

Q撃観理量F4樹享 ①
°
2二樫単?ツ⑫土て

｀
つ49¥②黒雲印差峰¥主々翠彰

黒雲朝差昨②翠彰(Z

°
9二車程?筈彰ウ忌主製普尽γ準劉!Y剛

軍程⑫脅彰平降裂(I

郵羊 8

°
9二¥I?睡¥?ギ幣主7聖尽γ暑日m学

マコウ暑ユ翔配傘晏日lly(8)
°
ウ留主重留鮮?コウエ?働〉←終一rレく食Q型主¥葦

r口存γさ図
ヽ
249¥ワこと一回/∠密事?理選⑫堅¥ミ尽は2平首働▼Dl塾

軸盟

葦P平聖日耽勘
｀
理日単ヨ

｀
こ4ユく食こコ聖日⑫留¥ウエ24裂酌?「翌浬摯章」

シ14こマ?製呈聖¥(Z)
°
〉幹

ユ留マ翠2対てレ洋ユQP平ウエ畢曇畢率妥レコマ率客20平?Y躍留aギ留留
°
ウ留ユP平¥皿擢

｀
相享平く食営つ4対々rY卒∠F4②傘シツ留γ孝ユQ?樹享

?コウ0?導妥¥重(I)
°
ウエ単呂D4Y8⑫と｀

留¥②コ勤相享K食二さ0ギq

W劫⑦紺享翠彰(Z

°
ウ留普?一ふr々F平騨止尽はマコツY孝?畢市②晏暫n学(7)

°
99章?一ふr々r「シ暑主②aq【体は」F4¥導「シ留⑫aqギギ鶏ョ」(I)

°
9留主挙Z②Yミ▼lHイン津②O悪一ふ/々F

軍悪⑫一ふr々F翠彰(I

期款 Z

°
ワ留ユ駆目②翠導水γ?2隼母?(イ々nfr■)

隼母?a軍暫Dl印鮪軍ユ【食こつ4彰M¥Q財¥忌ζ晋つ4曇皿堪摯耳llg剛ヽ
曇皿堪戦躍llgEll

｀
平導
°
??ウエ?軍単⑦里堪郵耳llrF剛マ暑皿堪親腔llgttQ軍¥妥彰W郵耳朝彩首｀

喜程

⑫副選さ郵耳⑫留¥二¥黙2r一r脅【は首早ッ⑫HててY卒∠▼4Yて々ムムてγY一考

卿目⑫翠彰 I

軍留寮⑫Y々々ムム々年Y一考 事レ彰



4 ま とめ

会議終了後は、以下の事項をおこなう。

1)会 議録を作成をする。

2)会 議資料を整理をすること。

3)下 記の事項を確認し記録する。

①サービス提供項目と内容、方法、期間など

②サービスの優先順位

③再アセスメントの時期
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第 6章  モ ニタリング ・再アセスメント

生活支援担当者は、訓練等の進捗状況を把握し適切な支援や訓練が実施されているかを

確認するモニタリングを実施する。モニタリング結果に基づき再アセスメントを実施し、

個別訓練計画及び個別支援計画の変更や再作成を行う。

1 モ ニタリング

期間は、概ね 3か 月ごとに実施。

利用者の状況により、個々の訓練期間は異なるため、一人ひとりの計画にあわせて実施

する。

2 モ ニタリングの留意点

副1練の進捗状況等の確認を行いながら、支援や訓練の課題の把握を行う。

1)訓 練実施上の課題の確認

(1)訓 練期間と訓練内容が予定どおりに進んでいるかを確認する。

訓練進捗が遅れている場合、原因は、以下のようなことが考えられる。

① 訓 練担当者側が必要な時間数を計上しなかった。

② 計 画書の記載された各訓練の実施時期を含めた時間調整によるもの。

③ 他 のサービス提供者との連携がとれていないためのもの。

④ 訓 練担当者から押しつけにより利用者側が我慢している。

(2)訓 練サービスの内容が変わっていないかを確認する。

① 提 供している訓練の方法や内容が当初の目的と変わっていないか。

② 訓 練の質が落ちていないか。

(3)エ ーズの変化の確認

① エ ーズに変化がないか。

2)支 援や訓練の変更

訓練期間を延長、あるいは訓練目標や内容を変更する場合には、再度アセスメント

を実施する。

3 再 アセスメント

1)再 アセスメントを行うタイミング

(1)訓 練計画の期限となった。

(2)自 立計画に変更が生じた。

(3)訓 練進捗について利用者から不満がでた。

(4)利 用者の精神状態や身体状態が大きく変わった。

(5)利 用者が当面の課題を解決し、提供しているサービスを必要としなくなった。

(6)新 たなエーズが発生した。
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第 7章  評 価 ・終了と地域の支援者との連携

1 評 価と満足度 (Evaluation and Customer Satisfaction)

計画どおりに目標達成した場合においても、評価を行う。

利用者本人からサービスに満足したかどうかを聴き取りまとめていくことで、提供する

サービス全体の質を維持し、必要に応じて新たな取り組みなどを検討する機会が得られる。

終了時の評価は、以下のような視点に留意する。

1)訓 練計画の結果の確認

(1)終 了評価の時期

① 訓 練計画が期限になったとき。

訓練計画の目標に到達したと判断されたとき。

② 訓 練の全体の評価

訓練計画がバランスよく実施されたか。

利用者は満足したか。

サービス提供者 (各訓練担当者)は 満足したか。

モニタリングが効果を発揮し、訓練計画全体によい結果をもたらしたか。

(2)サ ービスの質 ・量の評価

提供されたサービスが質的 ・量的に適切であったかの確認

① 利 用者が訓練目標に到達したと感じているか。

アンケートの実施や利用者の意見を聞く場面を設ける。

② 訓 練担当者が訓練目標に到達したと感じているか。

カンファレンスにおいて確認をする。

尺度化された評価表を用いて到達内容を確認する。

③ 家 族や協働する人が訓練計画の目標に到達したと感じているか。

(3)生 活改善の効果

生活が改善されたか。

① 利 用者自身が自分らしい生活を送れるようになったと感じているか。

② 各 訓練担当者が利用者の生活の変化をどのように感じているか。

③ 家 族や協働する人が利用者の生活の変化をどのように感じているか。

(4)エ ンパワメントしたか

利用者が訓練の過程においてエンパワメントしたか。

① 利 用者が自身の置かれている状況に気づいているか。

② 社 会資源に対する知識を獲得してきたか。

③ 対 社会との関係で、課題と問題を自覚してきたか。
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設けている。

※ 別 紙 日 常生活活動評価表 「記入シート」 参 照

(3)初 期、中期、終期などの評価、モニタリグ時に比較検討するために 「集計シート」、

「グラフシート」を作成すると良い。

5 日 常生活活動評価表の記録方法 (解説)

(1)記 録上の注意

日常生活活動評価表の目的は、利用者の現在の生活活動状況の姿がありのまま知る

ことにあります。「良い」「悪い」の判断は必要ありません。「できること」と 「でき

ないこと」、「日常的におこなっていること」と 「動作的にはできているが日常的には

おこなっていないこと」がわかるようすることが必要です。

(2)記 録方法

① 各 項目とも、利用者が 「単独で行う」事を前提としてください。

② 実 際に単独で行っている項目については、表の 「可」の欄に 「1」を、単独で行

えていない項目には 「0」 を入力してください。

③項目の 「操作的定義」に従い、「できるか、できないか」、「日常的におこなってい

るか、行っていないか」の観点から、生活活動状況を判断してください。

「できる=1」 「できない=0」 又は 「日常的に行っている=1」 「行っていない=

0」で入力してください。

④ 「操作的定義」に記載された複数の要素が 1つでも欠けていれば、「できない」、

「おこなっていない」と判断してください。

③まず面接により確認を前提としてください。その上で、家族への確認、オリエンテー

ションの中の行動観察から評価しても構いません。必要に応じ、できる範囲で実際

に動作を行うなど行動評価を行ってください。

⑥評価項目について利用者が 「できます」と答えても、実生活でほとんど行っていな

ければ 「0」 としてください。

② 「できない」「おこなっていない」とされる項目については、「0」 とし、コメント

欄にその状況がわかるように記載してください。

記入例 :うまくできないから、やらせてもらえない。やる必要がない。経験がない。

③ 「0」 か 「1」かの判断に迷う場合、状態像がわかるようコメント欄に記載してく

ださい。

③当初の評価結果が、訓練開始前 (訓練開始後もできるだけ早い段階)の 様子観察等

で異なる場合、変更してかまいません。

①このシートは、視覚障害以外にも活用することを前提に作成してあります。

実施の祭、コミュニケーションのところの 「書字」「読字」はあくまでも活字の活用

ができるかどうかを判断してください。(視覚補助具の活用は構いません。使っている

補助具をコメント欄に記載し 「できる」として下さい。)全 盲或いは補助具を使っても

読めない視力の方は 「できない」となります、これは障害特性による日常生活活動の

制限をデータ上明らかにしておく必要があるので、このような取り扱いになります。
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ン
~

氏名

検査日付  平 成  年  月   日

課程

評  価  項  目 可 目標 子南 要

E 韓除 0 0

1 掃除をする 0 0

ゴミを処理する 0 0

F 書1頴
‐
整理 0 0

1 書類等を整理 ・整頓 ・保管する 0 0

G 金銭管理 と貫物 0 0

1 金銭弁別 ・受け渡しをする 0 0

金銭等を保管する 0 0

家計を管理する 0 0

4 金融機関を利用する 0 0

日用品を購入する 0 0

H ハウスマネ・■ジメント 0 0

1 家電器具を使用する 0 0

庭やベラングを手入れする 0 0

冷暖房器具を利用する 0 0

4 風呂を沸かす 0 0

‖rlt‖ | 襴1醸端‖糧堪襲節瑠村櫓|ン ヤ!| O 0

A 屋内移動 0 0

1 室内 (自宅等)の レイアウトを理解し、移動する 0 0

屋内 (自宅等)の 目的場所を発見する 0 0

屋内 (自宅等)で 安全に配慮し、移動する 0 0

B 屋外移動 0 0

1 昼間の既知の目的地へ移動する 0 0

昼間の未知の目的地へ移動する 0 0

夜間の既知の目的地へ移動する 0 0

4 夜間の未知の目的地へ移動する 0 0

5 移動介助を受ける 0 0

援助依頼をする 0 0

C 公共交通機関の利用 0 0

1 電車や地下鉄を利用する 0 0

２
‐

一
３ ‐

バスを利用する

タクシーを利用する

０

一
〇

０

一
〇

船や飛行機を利用する 0 0

D 運転 0 0

1 自動車を運転する 0 0

バイクを運転する 0 0

自転車に乗る 0 0

V 隷|ミ|ユ=尊 =華 要査|ン1来鞠 1‖閥1併1閣1隅1隅| |十紛| 0

A 音声言語によるヨミュニケーション 0 0

1 言語による指示を理解する 0 0

言語による質問をする 0 0

見聞きしたことを述べる 0 0

4 伝言を伝える 0 0

他者の話を聞き、 自 分の意見を述べる 0 0

6 場面や相手に合った言葉遣いをする 0 0

B 読学によるおミ|ュニケ■ション 0 0

1 文字での簡単な指示を理解する 0 0

簡単な漢字を含む文章の意味を理解する 0 0

新聞や本を読む 0 0

4 簡単な絵や図の意味を理解する 0 0

C 書字によるコミユニ|ケ■シ1寅シ| 0 0

1 自分の氏名や住所を書く 0 0

日常的に使用する漢字を用いた文章を書く 0 0

メモを利用する 0 0

4 はがき、手紙、日記等の簡単な文書をつくる 0 0

簡単な絵や図を描く 0 0

6 各種用紙へ記入する 0 0

D 0 0

1 必要とする情報を収集する 0 0

メールを利用する 0 0

インターネットを利用する 0 0

4 辞書を利用する 0 0

5 電話を利用する 0 0
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を
部
ざ
汁
飾
ゆ
′
灘
併
対
ｄ
汁
」
″
討
醤
３
再
雌
蛸
沖
い
。

棚
寄
″
洲
諦
′
掛
前
′
飾
ヨ
船
０
罰
齢
石
由
ｃ
汁
薄
麻
郁
舶
対
叫
い
。
準
監
Ｓ
覇
船
″
罰
齢
を
輸
田
③
樹
詩
郁
中
輔
Ｇ
捕
爺
叫
が

引
雌
′
☆
も
も
へ
″
饗
引
郁
ゆ
け
け
バ
０
州
薄
僻
珊
部
Ｇ
汁
弱
″
洲
柵
″
薄
鎖
ゆ
き
牛
船
０
副
肺
ラ
め
針
ラ

か
州
〇
藤
Ｓ
□
辮
き
こ
⑤
諦
ざ
声
常
珊
鮮
ド
言
′
坤
ぺ
く
Ｖ
脚
弟
―
ュ
ー
を
＞
Ｙ
津
沖
裕
Ａ
叶
ざ
言
百
難
碑
封
い
。
片
乱
さ
ウ
き
い
飾
ゆ
′
酵
討
口
難
碑
鋼
い
。
汁
，
ｃ
討
照
丼
石
Ｃ
対
す
。

却
へ
く
Ｖ
脚
弟
―
ゑ
―
僻
僻
滞
ラ
″
柳
弟
乾
バ
討
け
柳
僻
サ
や
″
柳
０
コ
ロ
サ
併
ざ
ラ
バ
き
い
。
柳
掛
僻
津
品
叫
か

闘
重
針
コ
胸
僻
滞
ラ
判
諭
寄
僻
叫
い
。
準
判
沖
α
判
↓
Ｓ
部
ざ
サ
針
ラ
。
準
判
サ
輸
ｄ
ラ
バ
ラ
け
ラ

―
爵
詳
妙
静
ゆ
卜
″
奇
討

百
料
冊
針
す
洋
船

百
ヨ
僻
誌
軒
叫
い
。
卜
引
薄
Ｏ
じ
訴
０
ヨ
郎
―
削
①
加

併
声
欄
沖
い
。
湘
ヨ
郁
牛
丸

声
″
当

ｕ
辞
汁
罫
ウ
丼
Ｓ

け
サ
【
き
い

け
乱
掛
郁
津
隅
Ｇ
″
朋
溺
詩
首
帥
バ
津
郁
欄
卜
か
。
郎
汁
″
ヽ
相
再
説
Ｃ
バ
Ｎ
Ｎ
マ
地
―
）
Ш
マ
″
Ｎ
へ
ゝ
―
も
″
□
苗
紺
郁
由
豊
百
群
コ
叫
が

準
コ
ト
小
こ
縛
Ｃ
Ｓ
針
ラ
拝
船
再
烈
郁
置
い
。
Ｓ
弓
選
こ
通
胸
Ｏ
対
め
針
滞
コ
併
酎
肝
船
鵬
郁
ギ
い

ｃ
″
洋
す
ぎ
Ｇ
″
難
碑
却
い
。
融
功
お
０
バ
ラ
針
す
。
熱
郁
書
弓
Ｇ
バ
ラ
い
飾
ゆ
再
″
熙
僻
僻
沖
い
。

対
半
―
卜
僻
群
コ
叫
い
飾
ゆ
再
′
ゝ
期
針
酎
ヨ
百
勝

酎
耐
碑
ぶ
″
酎
再
か
力
ぎ
０
サ
叫
琳
め
ｄ
ラ
バ
ラ
け
，
ｏ
□
０
コ
ｃ
再
酎
耐
碑
尊
功
潮
じ
バ
ラ
針
ラ
。
耐
か
藤
丼
汁
車
掛
爵
削
当
３
高
耐
〈

―
薄
詳
妙
静
ゆ
ト
コ
畔
Ｇ
〈
針
ラ
劇
脚
バ
い
い
。
沖
沌
理
乾
い
こ
′
対
ギ
船
，
４
津
叫
か

脳
ゆ
幹
僻
沖
対
百
洋
ｕ
。
洋
浦
酬
難
紺
僻
群
コ
叫
が
飾
ゆ
車
″
芯
Ｈ
バ
バ
″
舛
さ
力
さ
針
〈
Ｕ
車
″
＋
じ
再
洋
ラ
部
Ｃ
′

船
僻
奇
車
沖
ｃ
″
郵
口
Ｇ
汁
ｃ
Ｇ
針
写
片
Ｕ
百
目
ｍ
叫
い
。
洋
田
め
紺
コ
ロ
，
Ｓ
囃
Ｇ
ラ
栄
再
ざ
乾
貯
ラ
。

部
ざ
サ
滞
口
針
ラ
。
珊
対
百
酬
野

＝
訴
ゆ
宇
郁
部
沌
再
洋

ｕ
。
＝
酎
①
決
め
僻
灘
碑
対
い
。
酎
難
＝
郁
滞
コ
ギ
い
飾
ゆ
車
′
舛
き
，
き
針

〈
じ
車

洋

ｕ
ヽ
珊
サ
き
い
芽
洵
僻
購
鶏
対
い
。
珊
対

声
封
爵
報
郁
４
車
汁

ｃ
′
諭

け
Ｇ
汁

ｃ
ｃ
針
言
片
ｕ
百
円
ｍ
ギ
が
・
首
腎
バ
バ
サ
〕
縛
は
■
洋
言
部
叫
。
学
賢
＄
サ
ロ
測

ｄ
汁
霧
を
沙
卦
僻

百
＝
僻

洋
馴
け
神
コ
出
ク
Ｏ
蛸

Ｇ
ラ
弟
露
ざ
乾
針
す
。

沖
湾
鮮
Ｗ
寧
郁
諦
ｄ
汁
Ｓ
百
部
当
３
言
沖
め
叫
い
。
併
前
片
小
耐
回
淑
再

車

沖
め
を
Ｗ
ｔ
ｇ
ｌ
バ
４
説
叫
い
。
沖
め
ぶ
臣
当
針
引
珊
珊
高
珊
助
沖
僻
叫
い

回
け
併
耐
ｍ
Ｓ
副
罰
バ
き
い
。
都
市
部
ざ
汁
こ
″
阿
棚
再
導
鮮
サ
丁
汁
罫
高
再
′

も
半
導
船
僻
己
コ
げ
′
じ
Ｗ
Ｏ
弟
じ
郁
珊
州
両
料
冊
Ｓ
け
ラ
洋
船
百
灘
併
却
か

コ
世
コ
Ｓ
飾
ゆ
再
′
さ
球
タ
ロ
ｍ
叫
い
。

環
サ
ロ
栄
サ
部
か
片
ｕ
針
洋
珊
バ
ま
対
ヨ
３
を
附
３
僻
蕊
翌

ｃ
針
ラ

〉伴

酬
さ
を
封
難
紺
僻
謝
併
Ｇ
′
め
耐
耐
沖
い
。
沖
コ
出
コ
０
飾
ゆ
車
′
さ
球
ノ
円
ｍ
叫
か

劇
脚
め
学
Ｓ
ｍ
ざ
僻
洋
ラ
識
叫
。
マ
ｔ
マ
丸
―
＄
郁
由
剛
締
詢
Ｇ
″
＋
じ
声
洋
ラ
ぎ
叫
。
汁
コ
型
コ
Ｓ
飾
ゆ
再
″
さ
球
ノ
円
ｍ
叫
か

け
迎
０
コ
ざ
僻
洋
ラ
識
叫
。
封
爵
船
付
苗
剛
締
コ
Ｇ
′
＋
じ
再
洋
ラ
ぎ
叫

洋
球
叫
い
。
汁
コ
型
コ
０
飾
め
露
′
さ
球
ク
円
ｍ
叫
い
。

コ
胸

（も
半
導
紺
Ｓ
酬
爵
じ
め
＋
じ
ギ
叫
弓
い
。
洋
田
那
僻
③
叫
ギ
眈
船
）
付

汁
料
紺
０
覇
″
珊
乾
沖
僻
叫
か
琳
封
肝
僻
希
い
′
部
ざ
汁
対
描
紺
僻
由
童
市
津
購
ギ
い
。

―
爵
３
針

７
ヘ

マ
Ｓ
憩
洋
を
洋
肖
鮮
品
鶏

Ｃ
″　
７
ヘ

マ
鮮
部

は
■

声
型
コ
叫
い
。
い
か
す
再
′
部

Ｇ
汁

仰
併
再
掛
じ
碑
注
津
ギ
い
。
＝
洋

す
付
Ｏ
封
博
哺
闇

伊
ギ
が

蛸
洋
′
＜
―
力
′
津
即
Ｗ
″
き
は
Ｃ
″
監
諸
琳
僻
か
冊
百
バ
滞
通
叫
か

ラ
車
′
部
Ｇ
汁
ｃ
ｍ
配
Ｇ
汁
何
併
再
掛
サ
Ｕ
併
臣
豊
戸
淳
購
叫
い
。

出
昇
逆
鮮
苗
帥
ゝ
用
針
戦
じ
百
ｄ
車
い
。
沖
Ｇ
汁
ｃ
何
司
Ｇ
汁
こ
Ｇ
針
す
。
い
か

き
郁
直

Ｇ
汁
ｃ
″
消
併
Ｇ
汁

ゆ
再
辞
球
声
粛
甜
ギ
い
。

こ
Ｇ
針
ラ
片
Ｕ
再
円
ｍ
叫
い
。
直

Ｇ
汁
こ
″
何
司
Ｇ
辞
飾
ゆ
Ｓ
注
津
併
ｃ
バ
皿
じ
バ
灘
叶
対
い
。
い
が
，
再
冊
じ
バ
囲
禅
丼
飾

対
薄
を
却
―
】
や
″
郭
船
高
妙
抑
僻
何
司
は
■
満
留
叫
い
。
何
司
は
針
ラ
片
ｕ
針
目
罰
を
何
配
Ｇ
バ
ラ
針
ラ
け
③
認
製
郁
ギ
い
。
何
司
Ｇ
汁
飾
ゆ
Ｓ
注
淳
併

Ｇ
バ
Ⅱ
じ
バ
難
併
留
い
。
き
が
，
再
皿
じ
バ
囲
禅
針
飾
い
車
さ
球
再
爵
甜
叫
い
。

油
対
コ
胸

（哨
″
Ⅶ
単
―
も
″
瀾
Ц
Ｉ
マ
″
汁
へ
Ч
僻
）
郁
Ｄ
帥
を
Ｗ
環
藤
譜
両
ゆ
き
牛
バ
滞
コ
叫
い
。
紛
力
を
叫
ラ
洋
い
は
′
課
百
叫
か

め
帥
０
河
誦
０
諭

（舗
型
郁
ゆ
け
▼

コ沖
部
ざ
″
い
サ
帆
ざ
＝
め
貯
す
。
き
ｕ
バ
ひ
″
津
剛
叫
か

耐
翔
哺
脳
卜
ゝ
隅
針
岡
寄
紺
サ
ロ
０
訴
洲
州
品

（重
沖
孔
討
当
Ｗ
響
″
３
門
夕
串
剛
＝
Ｓ
河
当
≧
討
＝
）
郁
齢
洲
悦
け
こ
石
謝
ｕ
。
研
船
再
耐
囲
叫
か
耐
那

哺
脳

（童
沖
屁
硝
群
赫
諭
球
０
章
翔
難
″
諭
型
僻
再
素
が
Ⅲ
剛
叫
脳
０
掛
□
Ｏ
州
飼
）
僻
い
け
。
調
洲
″
沙
冊
哺
隅
僻
寄
∧
。

肝
脳
コ
帥
郁
由
首
声
群
コ
ｃ
″
郵
肝
３
百
淳
脳
叫
か

高
洋
郁
ｃ
汁
飾
ゆ
高
夕
洋
球
′
誰
酬
′
卜
腎
船
苗
目
石
津
剛
叫
が

か
Ⅷ
童
扇
功
母
ｃ
′
長
期
お
か
Ⅷ
Ｏ
印
を
回
蝉
舛
汁
津
□
こ
―
を
野
じ
輩
扇
船
伊
ゆ
Ｓ
購
鶏
Ｇ
″
由
重
貯
Ｄ
冊
郁
油
い
。
ゝ
珊
貯
Ｄ
冊
僻
林
爺
叫
い
。

（
Ⅱ
じ

バ
希
け
針
〈
併
ひ
片
ラ
ン

締

希

３

討

柵

淵
僻
訴
河
併
ざ
汁
界
副
′
回
蝉
″
剛
声
辞
ラ
弱
消
叫
い
。
ま
期
再
説

Ｃ
バ
料
鮮
辞
じ
車
叫
ぶ

僻
測
車
が
＝
乱
バ
僻
対
ｕ
バ
ラ
い
。
町
Ｗ
バ
静
部
僻
ｃ
丼
〈
バ
伊
片
す
。

料
サ
針
〈
貯
か
罫
当
サ
じ
サ
ｃ
′
料
サ
針
〈
針
が
部
所
薄
洲



僻

投

呂

せ

蝶

パ
ニ
ヽ
や
Ｐ
二
人
ふ
Ｋ
八
ヽ
）
杉
択
里
祢
判
笹
‐Ｊ
逆

（卜
、
べ
）
終
慈
ぺ

′ミ
く
咽
掴
里
祢
約
笹
‐Ｊ
Ｎ
ぺ
紀
字

（傘
Ｇ
Ｉ
コ
ー
ロ
）
盟
Ｇ
無
紀

。ト
ミ
求
や
ぺ
紀

。や
卜
二
、
平
里
雑
騒
≦

。や
卜
酬
統
申
業
▼
コ
や
矩
里
酬
Ｇ
米
収
め
酬
市

。杉
懸
里
Ｓ
掴

″望
祢
神
笹

ＩＪ
Ｎ
米

。や
卜
や
Ｓ
饗
Ｇ
翻
吊
里
求
句
神
珊
烈
州
珊
儒

。
６
峰

〉
や
い
け
ば
や
響
難
字
ぺ
怠
め
拘
卜
Ｇ
翻
儒
Ｇ
】
国
婦
収
ヾ
神
Ｎ
に
製

（
。こ
ヽ
や
Ｗ
め
旺
再
や
軽
ｄ
二
Λ
ふ
Ｋ
Λ
ヽ

″ニ
ミ
ユ
ふ

″抵
ぐ

。や
卜
墳
萩
条
柿
芸
恭

″連
準
難
や
楔
料
Ｇ
椰
祖
）

。や
■
や

（冬
Ｇ
↑
Ｇ
↑

皿
）
翻
雁
や
球
鯉
Ｇ
巴
蝉
佃

一
田

一

。や
卜
や
準
難
Ｇ
冊
ｄ
や
卜
萩
望
慈
く
や
齢
寒

′迪
望
組
い
や
鳴
各
雨
軽
や
卜
や
準
難
Ｇ
帥
紅
め
鞍
望
帥
巣
恭

。や
卜
や
翻
儒
Ｇ

（翻
冊
Ｇ
祖
耐
望

′円
）
帥
ｄ
Ｇ
】
綱
終
齢
鳴
望
捜
劇

。や
卜
値
畿
め
革
職
Ｎ

（帥
鮒
田

。や
景
食
軍
径
Ｇ
や
二
や
い
製
ｐ
鴫
禁
佃

″雑
ぐ

″阻
唄

夕に
い
）
択
よ
性
軽
や
Ｓ
回

″Ｏ
ｋ
翌
胆
報
性
球
字
団
翌
Ｇ
曜
佃

。や
卜
駅
眠
Ｎ
唯
佃
楔
い
や
Ｖ
担

二
や
ｅ
翌

″こ
に
里
〓
田
珊

″い
墜
こ
や
会
埋
帥
Ｇ
哀
輩

。や
蒔

″駅
推
理
め
旺
撃
翌
帥
佃
わ
ぷ
翻
儒

″め
旺
選
Ｎ
帥
頭
択
Ｇ
嘲
旧

。
や
卜
翻

思

′め

哀
凶

Ｎ

”
竹

。
や
■

母
蛙
眼

Ｇ
に

“

″＝
ｄ

″捜

朽

や
卜

霊
挙

里
に

い

Ｇ
投
ほ

′
い
拝

Ｎ
↑
業

″め
娯

二
択

や
ミ
娯

Ｇ
帥
韓

佃

抱
鞭
や
や
連
業
Ｇ
鼠
電
ふ
八
ふ

や
卜
翻
蜘
里
冨
劇
避
Ｎ
柿
双

″ヾ

く
薫
普
冊

′て
世
値
ぐ

′Ｅ
ふ
八
ふ

″蜂
や
ヽ

″≡
に

。や
卜
投
翌
Ｎ
蝶
暉
ｇ
劇
避
Ｇ
に
矩

。や
卜
や
ｋ
日
二
や
め
駅
釜
や
さ
製
択

′い
鮮
祢
抱
想
０
ミ
拠
製
択
や
さ
製
択

。や
ふ
こ
択
醤
い
迪
Ｇ
つ
こ
勺
わ
Ｇ
ミ
蚊

。や
卜
田
製
択

理
や
や
組
里

（翌
撃
Ｇ
翠
整

″理
薗
Ｇ
て
や
捜
迎
）
翠
撃
嘔
認
Ｇ
尽
製
択

。や
卜
旺
選
咽
掴
Ｎ
柿
頭
択

。や
鳴
ｐ
巴
蝉
こ
や
な
や
〉
や
後
Ｇ
つ
や
榊

。や
卜
や
製
ぺ
里
電
顕
慨

煙
薗
里
尊
眠

′連
よ
う
卜

。卜
食
禅
担
こ
や
縄

″卜
昨
め
頭
凶
】
全
墳
里
照
裡
Ｎ
Ｓ
製
ペ

。や
ふ
母
Ｘ
日
や
６
ヽ
こ
や
い
眼
里
抵

″め

。卜
食
禅
】
い
運
申
謎
壁
禅
理
二
や
ミ

″ふ
卜
申
Ｇ
や
収
め
製
ペ

０
墳
翌
齢
や

。こ
や
め
里
い
く
い
く
Ｎ
Ｇ
や
Ｇ
萩

。

ズ
帥

〉
紀
▼
ミ
く
里
に
い
Ｇ
慨
―

夕苺
皿
▼
と
復
望
頭
神
眠
榊
字
霞
難
岬
）
や
卜
翻
翻
や
さ
理
ぺ
】

二
や
神
蚊

″Ｖ
め
い
理
い
祢
的
語
や
Ｓ
興
求

。こ
終
終
ミ
授
持
田

３
鮮

。０
思

い
鮮
Ｎ
緊
照
収
め
壁
禅

。や
■

旺
再
却
駅

旺
や
掛
穏

″め
盤
翻

や
緊
鴬
や
附
寒
径
珊
触
日
占

。や
卜
長
掌

〉
卜
字
二
塁
望
に
い
韓
革

′祢
コ
翌
拓
拓
収
め
昨

″
い
理
め
会

お
轟
翌
〓
Ｇ
凹
崩

Ｎ
緊
鴬

。や
卜
や
帥
ヽ
八
ふ
小
レ
Ｇ
ｕ
Ｇ
業
母
迎
Ｇ
翠
劇

″Ｋ
怒
Ｇ
来

″め
瑠
業

。や
ふ
申
帥
ぷ
二
鯉

夕と
と
ハ
ふ
指
や
対
煙

。や
卜
胆
薗
翌
帥
生
眠
Ｇ
整
照

夕判
と
字

。時
と
い
や
回
い
忘

″い
鮮
や
や
め
Ｇ
祖
騨
小
学
小

′八
そ
Ｋ

″ふ
べ
八
く

″め
Ｎ
慨
謡
祖
唄
翌
●
ミ
翌
団
Ｇ
ギ
期

。こ
や
判
室
望
へ
Λ
‐―
―

い
ふ
▼
綱
や
ミ
や
Ｅ

。や
ふ
Ｎ

（景
世
理
全
墳
里
祖
照
旺
撃

′寮
世
尺
触
照
）
当
再
Ｇ
顕
世
旺
再

。や
卜
や
と
賦
め
ヨ
Ｇ

（帥
二
０
謙
粂
母

日
や
べ
削
や
年
濃
わ
ぷ
Ｇ
や
や
卜
掛
申
延
峠
終
抱
＜

″
い
理
ぃ
鳴
Ｐ
巴
肛
望
吾
揮
怒
や
】
拘
】
連
二
や
鳴

′二
や
抱
Ｐ
墳
萩
連
Ｐ
製
求
や
と
紀
里
製
体
）
帥
緊
ヽ
や
珊
掴
徒
旺
再
Ｇ
へ
Λ
ＩＩ
Ｉ

い
ふ

。こ
や
ミ
紀
Ｗ
め
里
縦
ギ
申
皿‐‐
岬
Ｇ
「
生
、
て

夕細
い
Ｇ
二
小
て

。
い
ヽ
め
里
ほ
蛤
Ｇ
艘
に

″祢
コ
里
０
や
と
ぃ
０
ョ
世
狂
や
叫
理

や
卜
黙
怒
迪
阻
騨
回

ｒ
里
肛
回

因
　
。や
卜
黙
枢
Ｎ
Ｉ
く
Ｒ
選

″小
―
ふ

。こ
ヽ
や
Ｐ
謎
壁
僻
Ｖ
Ｏ
使
里
票
年

。卜
伴
Ｎ
叫
理
担
巴
型
回

ｒ
興
里
推
肛
世
や
Ｓ
回

″
〉
ば
径
尊
Ｋ

。や
卜

（帥
韓
挙
Ｇ
叫
旺

′い
い

夕６
択
母
≡
縦
）
Ｋ
蜜
却
叫
旺

。や
卜
姓
翠
里
軍
軽
翠
Ｎ
駅
年
や
駆
捜

。や
卜
や
畦
眼
Ｇ
帥
珊
無

″ふ
ヽ
工
　
″凹
猛

。や
卜
や
相
埜
Ｇ
帥
い
ＩＪ
連
Ｇ
叫
憮

″ヾ

収
Ｇ
叫
韓
裡
亜

″鞭

″臣

。
６
峰
里
呂
景
慨
母
埜
聡
二
翌
や
叫
旺
収
め
回
里
喋
キ
Ｇ
忘
蛤
蛤
拠

K

。や
け
や
ミ
ー
ミ
掌
回
Ｇ
”
竹

。や
卜
翻
畏
二
選
里
英
Ｒ
Ｇ
慨
に
Ｖ
い
に
せ
口
早
や
電
対
避
逆
軍
景
慨

′め
触
基
逆
電
劇
延

。６
峰
呻
哀
凶
Ｇ
冬
拘
終
附
黎

。ト
ヨ
い
鮮
里
杉
卜
や
蝦
帥
終
郎
や

。
６
Ｍ
Ｏ
逆
ほ
蛸
Ｇ
慨
―

。こ
終
約
ミ
想
摘
望
せ
把
離
却
照
帥
Ｇ
帥
帥
鰐
基

′帥
掌
猥

″帥
緯

や
■
や
二
革
拭
や
い
ヽ
二
や
Ｐ
径

い
斌
縄
Ｇ
郎
蕊

。や
ホ
や
０
果
と
駅
字
二
革
拭
慨
翁
墳
里
郎
紺

。や
い
０
奨
と
賦
や
描
＄

。や
卜
投
通
や
描
組

。時
と
念
里
頭
理
や
弧
日

″難
導

。や
卜
蜘
軽
申
瞥
瑠

″報
岳

″蝦
生
―
べ
二
、
小
昼
ふ

″生
―
べ
Ｈ
ふ
小
学
十

。こ
や
ミ
側
里
帥
■
Ｇ
凹
崩

Ｎ
ｑ
球
里
縦
甫

。や
卜
制
時
里
駆
謎
礎
紺
迎
紺
ば
Ｇ
郎
喘
二
や
め
判
掛
鳴
里
杉
い

。や
卜
蜘
畦
▼
め
理
神
申
慰
昼
里
に
い
Ｇ
慨
に
】
こ
眠
申
帥
に
ぶ
Ｎ
描
鮒

。や
ホ
く
盤
】
Ｖ
料
や
賦
い

。こ
ヽ
や
】

〉
）
と
い
つ
０
祢
や
や
瞥
二
製
冬
字
搬
維
憮

。こ
や
め
呻
二
運
部
思

。や
卜
Ｎ
騨
蜘
緯
照
把
ギ
判
Ｇ
Ｋ
八
い
く
拭
挙
雫
聾

″】
栄
ヨ
径
ヨ
拭
慨
０
墳
逆
く
挙
字
↑
醸
Ｇ
鮒
縄

。や
卜
難
翻
母
皿
四
ヨ
拭
や
掛
鳴
ｐ
電
国
婦
Ｇ
く
挙

や

。や
卜
旺
再
Ｎ
帥
生
―
ミ
Ｈ
ふ
小
学
持

′触
旧

′め
母
鞭
抱
百
紺
窯
ネ
ぐ

″ミ
く
い
迎

。や
卜
や
撃
導
や
Ｓ
回
担
こ
や
く

。や
卜
や
低
せ
Ｇ
照
榊
附

″ｑ
畿
隠

。や
卜
旺
捜

′め
難
酬
母
娼
朴
維

′謎
謎
Ｇ
駆
謎
庭
紺

。や
■
離
選
里
握
肺
却
曜
尽
Ｇ
慈
蝉
や
郎
や
望
埜
や
卜
判
６
ヽ
め
や
会
Ｅ

′
〉
冬
】
と
製
く
饉
Ｇ
鴫
球

．

′字
ミ
距
二
賦

。や
卜
く
饉
望
６
ヽ
こ
態
条
興
延
Ｇ
帥
６
製
粂
革
濃

″二
や
や
矩
冬
抱
抱
＜
遵
く
盤

。や
ミ
念
各
卿
瑠

′望
緊
Ｇ
尽
に
や
■
母
陣
黎
や
卜
や
く
饉
や
軍
掴

″裕
や
く
饉
や
Ｇ
つ
二
や
ミ
撃
連
二
や
鳴

′さ
や
↑
無

。や
二
】
ぃ
景
ミ
や
二
】
ぃ
慕
い
蒔
条
ぐ
‐Ｊ
判
や
６
ヽ
Ｇ
『
や
さ
に
や
郎
寒

や
卜
旺
翌
里
Ｓ
回
Ｎ
囃
韓
順
剛
Ｇ
帥
雑
謎
劇
旺
枷
聴

（ト
ー
ート
）
ａ
ｏ

″ヽ

小
い

″コ
昼
―卜

″胆
値
ぐ

″隻
脚

。こ
や
二
】
め
甫
轟
径
酬
型

。こ
終
こ
】
ヾ
和
則
芸
終
帥
い
ＩＪ
担

夕冊
縦

。や
卜
ヾ
く
い
や
ヽ
ハ
い
て
字
製

。や
卜
翻
蜘

。や
卜
韓
掌

。や
卜
せ
球

。や
卜
埋
難
や
叫
雑
眠
凶
ぐ
こ
士
里
翌
思
Ｇ
軽
順
字
撮
附

。こ
や
め
母
抱
役
割
字
ヾ
距
め
沢

。■
代
求
や
配
直

匝
　
四
　
／マ

や
卜
響
難
母
無
紀

ｒ

や
卜
や
騒
≦

困

や
卜
や
Ｓ
躍
酬
儒

∞

や
卜
準
難
母
佃
耐
終
■
鯉

寸

や
卜
準
難
や

（紅
高
）
帥
紅
】
め
『
神
邦
翠
州
副
隅

ゆ

や
ふ
翻
柳
Ｎ
奏
佃

ｏ

や
卜
や
と
い
理
ミ
遵

ト

や
卜
や
翻
触
対
避

∞

や
卜
や
製
ぺ

ｒ

■
食
胡
Ｎ
Ｓ
製
択

困

や
襲
い
鮮
申
ざ
慨
択

∞

や
卜
韓
革
Ｎ
照
照

ｒ

や
卜
蝉
揮
Ｎ
照
照
字
ぶ
こ
理
や
＝
煙

困

や
卜
旺
翌
Ｎ
ハ
回
ヽ
卜

∞

や
卜
眠
再
Ｎ
ヽ
ハ
ーー
ー

い
ふ

寸

や
卜
申
準
鞘
や
岬
ｐ
日
鮮
字
上
、
て

一

や
卜
黙
枢
Ｎ
Ｉ
く
べ
字
小
―
ふ

困

や
卜
や
翻
抑
対
避
Ｇ
ニ
ト
レ
字
日
や

∞

や
■
Ｎ
埜
蛤

一

や
卜
翻
製
母
′′′
竹

困

や
卜
触
送

・
挙
翻

・
翻
測
申
帥
緊
帥

ｒ

や
卜
や
め
果
と
賦

・
正
体
描
３

ｒ

や
卜
柳
軽
申
帥
猫
組

側

や
卜
翻
柳
Ｎ
維
照

∞

や
卜
眠
再
や
樫
謎
謹
紺

寸

や
い
く
饗
申
鴫
曖
□

０

や
卜
眠
翌
や
叫
韓
慨
照

ｒ

や
卜
ヾ
く
い
や
ヽ
ハ
い
て
字
慨

困

や
卜
旺
再
Ｎ
叫
雑
は
四
ぐ

∞

卜
く
求
や
配
直

寸

呼
暉
！様

く 網 ■ 翻
‐

梅■黙|1騨‐ Oi照 顕翻騨
a騨眠G
額騨・琴1轟

Lu盤 饉
婦

騨

伸

樹
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艦

（ユ
ー
小
僻
慨
）
照
導
儲
耐
捜
捜
劇
狂
□
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回
丑
肝
部
部
翌
判
奇
洲

（討
柵
マ
１

７
）

1培|
津
選
！襲

_■郵締じ
韓議1欝蔀|やふi編|‐岩

マ期‐ヽ十や|いrF'い

|い1竹語‐報翻的|
ヽ出や二や|1沖′′′L」

い―狩打‐
輔色中酎‐球ン部1購‐けコ選S園藤

隷料滞勝命聾韓掌師田翌韻]嗣>
号
崩
剛

御
剛
訓
僻
型
コ
ギ
い

卜
科
珊
郁
出
コ
叫
か

∞
ヘ
マ
も
―
☆
く
７
僻
聖
コ
叫
が

Ｎ
ゝ
―
導
僻
己
コ
叫
か

一
ヽ
期
併
叫
か
師
難
僻
埼
湘
叫
が

ｏ
い
耐
コ
謙
″
削
ル
ギ
が

い
弱
根
針
詳
を
図
郁
部
〈

卜

車
乾
併
′
＝
諾
″
回
赳
船
Ｓ
酎
柾
貯
対
岬
僻
Ｕ
〈
か

∞
ゝ
紳
郁
己
コ
叫
か

間

□
報
３
百
澪
コ
ギ
か
滴
対
鮮
コ
言
討
対
冊
鮮
岬
〈

一
Ⅲ
め
Ｓ
用
い
を
市
割
郁
珊
〈

卜
酎
紙
針
諦
を
図
Ｓ
珊
昇
郁
脳
鶏
叫
か

ω
当
副
を
労
僻
訓
け

Ｎ

酎
柾
お
湘
村
郁
ゆ
け
対
冊
⑤
珊
昇
郁
脳
鶏
ギ
が

一
料
対
【
０
酎
柾
針
齢
引
郁
脳
穏
叫
ぶ

ｏ
飾
目
を
苗
＝
声
ゆ
Ｕ
汁
コ‐‐―‐
冊
肺
ラ
僻
ギ
が

い

さ
球
Ｓ
訓
郁
副
幹
′　
皿
じ
Ｓ
珊
コ
郁
洋
力
か

卜
捕
コーーーー
郎
耐
沖
か

ω
コ
副
郎

σ
汁
脚
併
僻
常
″
か

Ｎ
コーーー‐
訓
高
片
い
鵬
副
郁
叫
か

一
コーーー‐
訓
百
片
か
謙
却
鮮
脳
鶏
叫
が

∞
Ⅱ
鮒
冊
百
紳
か

Ｎ
カ
ヘ
も
僻
詢
鮒
叫
ぶ

一
Ⅲ
翌
冊
僻
耐
報
叫
か

卜
毒
を
押
お
藤
僻
出
コ
叫
か

∞
も
も
Ｗ
Ｉ
僻
己
コ
叫
か

Ｎ
あ
瀾
郁
己
コ
叫
か

一
剛
冊
を
岸
引
騨
郁
型
コ
叫
か

ｏ
舶
翌
粛
甜
僻
叫
か

り
弱
翌
↓
翌
僻
料
弔
か

卜
劇
副
０
沸
習
０
回
３
岸
ク
蕊
翌
ギ
が

∞
甜
副
０
翌
ゴ
Ｓ
回
３
岸
ク
弱
翌
叫
か

Ｎ
脚
副
０
沸
習
０
回
３
岸
″
弱
翌
叫
か

一
阿
酎
Ｓ
遵
習
０
回
３
岸
ク
弱
翌
叫
か

∞

脚
３

（ｍ
細
＝
）
バ
対
じ
高
円
軸
σ
′
弱
翌
ギ
か

Ｎ

剛
３

（
耐
討
紺
）
Ｓ

回
３
飾
ヨ
郁
諜
コ
ギ
が

一　
附
Ｂ

⌒町
対
神
）
Ｓ
マ
ヘ
「
せ
７
僻
闇
鶏
σ
′
弱
翌
ギ
さ

号
闘

□

剛
訓
諜
船
僻
群
ｕ
バ
″
コ
手
郁
蔚
沖
汁
ｃ
″
４
説
僻
叫
い
。

日
訓
′
浦
当
船
③
鞘
滑
付
型
コ
叫
い
。
誦
鵡
禅
誹
僻
赳
コ
叫
か

ヘ
マ
も
―
☆
く
７
郁
型
コ
叫
い
。

ゝ
―
導
僻
選
コ
叫
い
。
滞
珊
剛
珊
′
ゑ
く
出
マ
化
い
け
な
い
片
ラ

ゝ
期
併
叫
か
誦
謝
付
埼
柵
叫
か
＝
輝
郁
脚
満
Ｇ
″
部
コ
ギ
い
。
誦
艶
Ｓ
マ
カ
革
車
労
＞
功
部
神
叫
が
マ
カ
導
バ
片
す
。

討
い
粛
″
調
闘
岬
′
耐
加
洲
Ｓ
母
珊
″
ゑ
瀾
挑
１

７
■
珊
″
付
ゆ
船
Ｓ
割
部
蔀
出
Ｓ
蓋
郁
脳
鶏
Ｇ
赳
沖
叫
い
。

都
削
０
飾
課
を
い
０
０
課
洋
＝
付
さ
球
百
型
還
叫
が
汁
Ｓ
再
′
酎
根
針
岸
図
を
詳
僻
部
〈
。

再
乾
併
″
浦
件
さ
船
百
灘
ぶ
を
コ
牟
僻
珊
併
″
首
＝
僻
辞
ｕ
バ
薄
田
叫
い
。
回
削
″
希
料
僻
酎
紙
鮮
狩
冊
僻
珊
〈
。

ゝ
前
僻
鋼

ｃ
″
部
コ
叫
い
。

テ
報
部

∞
付
肝
耐
附
０
湘
村
郁
ゆ
け
料
冊
僻
珊
〈

皿
じ
０
用
い
を
市
割
僻
浦
対
バ
珊
〈

都
河
③
飾
鋼
を
い
Ｏ
Ｓ
憩
洋
僻
０
酎
柾
け
岸
図
を
離
沖
ｑ
半
丑
□
″

７
ヘ
マ

（細
対
聖
）
船
Ｓ
ｔ
薄
３
対
―
も
僻
コ
バ
″
珊
昇
僻
購
鶏
叫
い
。

メ
郁
訓
鎖
″
３
羽
郁
購
鶏
叫
い
。
メ
③
耐
苗
再
副
き
針
ラ
。
当
副
僻
訓
騨
″
３
拐
僻
購
鶏
叫
い
。
削
冊
Ｓ
じ
頓
再
副
き
丸
′
潤
昇
Ｓ
い
か
ひ
③
バ
片
ラ
。

テ
報
部

ω
付
け
耐
ｍ
Ｓ
浦
報
郁
ゆ
け
狩
冊
郁
訓
さ
バ
珊
昇
郁
購
鶏
叫
い
。

澪
対
面
片
か
酎
柾
針
訴
却
郁
隅
鶏
叫
い
。

妙
訓
船
声
け
，
バ
″
洋
尚
を
苗
＝
高
ゆ
Ｕ
汁
ＢＩＩＩＩ
柵
肺
ラ
を
船
ｍ
バ
浦
転
″
潮
車
明
沖
船
僻
謝
ｕ
。

詳
球
０
訓
郁
副
併
′　
Ⅱ
じ
Ｓ
対
沖
″
珊
コ
船
僻
由
目
百
常
力
い
。

Ｅ‐‐‐‐
訓
百
片
ぶ
節
ＥＩＩＩＩ
僻
購
鶏
Ｇ
″
爺
沖
か
力
併
誌
＝
百
コーーーー
訓
バ
小
Ｓ
諦
コーーーー
郁
爺
沖
い

さ
球
を

引
＜
″

却
】
斗
′
当
副
″
ぷ
誹
″
労
＄
サ

〕
耐
汁
誦
端
を
訓
闘
′
き
が
，
車

ｍ
じ
バ
沖
討

●
Ｏ

百
じ
ラ
バ
′
さ
球

百
コ‐‐―‐
訓
【
３
明
お
丼
沌
付
爺
沖
い
。

コ‐‐‐‐
鞘
バ
狙
副
郁
ｃ
″
小
さ
百
準
ギ
か
回
ば
郁
脳
鞘
叫
い
。

コーー‐‐
訓
戸
片
か
酎
紙
針
謙
却
郁
脳
鶏
叫
か

田
部
冊
百
紳
ｃ
″
冊
船
さ
を
冊
′
畔
酎
球
併
Ｓ
郎
爵
″
酬
料
′
報
宣
タ

輸
Ｆ
′
認
判
＝
）
沖
α
卦
翌
付
併
ｃ
″
□
３
岸
叶
バ
弱
翌
叫
い
。

鮒
淵
琳
Ｄ
齢
溺
、再
僻
童
野
叫
い
。
小
ざ
Ｗ
Ｓ
部
溺
郁
回
陣
叫
ぶ
汁
Ｓ
Ｏ
円
ｍ

（―
冊

あ
へ
も
Ｓ
沿
響
サ
い
い
。
あ
へ
も
僻
曲
鮒
叫
か

ｍ
翌
＝
沖
響
功
き
い
。
Ⅱ
翌
冊
鮮
曲
割
叫
い
。

毒
を
測
奇
藤
鮮
聖
コ
叫
い
。
緋
む
隅
沖
Ｓ
弱
翌
′
沖
寸
く
７
０
中
さ
部
沖
″
逆
ゆ
料
ド
言
″
湘
需
百
測
き
い
ま
期
翌
希
″
逆
ゆ
″
罫
澄
″
講
野
認
鞘
僻
叫
い
。

も
も
Ｖ
Ｉ
僻
＝
円
Ｇ
″
世
コ
叫
い
。

レ
脚
郁
選
コ
叫
い
。
輸
職
割
０
弱
翌
′
目
謝
０
部
沖
′
逆
ゆ
料
ド
ラ
タ
紳
寄
再
囲
き
い
ヽ
期
翌
希
″
革
妙
″
罫
澄
′
満
轟
認
訓
僻
叫
い
。

剛
冊
を
岸
引
癖
鮮
聖
コ
叫
い
。
却
諦
３
″
斗
―
卜
卜
⑤
弱
翌
″
当
謝
Ｏ
掃
ン
タ
逆
ゆ
料
ド
ラ
タ
紳
寄
戸
測
き
が
ヽ
柵
翌
希
″
韮
ゆ
″
尋
出
″
講
野
認
判
僻
叫
い
。

さ
球
百
注
Ｇ
バ
ヽ
期
針
締
翌
僻
粛
謝
叫
い
。
＝
撃
耳
を
最
糊
針
粛
甜
冊
遍
僻
諦
沖
′
童
監
僻
叫
い
。

弱
翌
↓
翌
僻
日
Ｃ
〈
獅
暉
い
。

浦
副
界
市
而
珊
さ
を
冊
″

（―
冊
輸
卜
″
罫
ご
聯
蝉

晰
卦
球
併
０
締
薄
″
酬
料
″
鮒
直
″
鮒
消
僻
０
部
溺
」再
め
い
か
洋
肖
③
童
野
郁
奇
ｕ
。

舶
翌
粛
甜
″
認
判
＝
）
沖
α
奇
翌
郁
併
こ
″
皿
３
岸
叫
バ
磯
翌
叫
い
。

小
ざ
ｗ
Ｓ
部
溺
僻
回
津
叫
か
辞
Ｓ
Ｓ
円
爵

劇
副
罫
百
冊
船
さ
を
＝
′
喘
謝
球
併
③
韓
薄
″
酬
料
″
鮒
直

卜
″
爵
査
聯
蝉
″
舶
翌
粛
謝
″
認
訓
船
）
沖
α
謝
翌
僻
併
こ

鮒
鞘
僻
Ｓ
訃
溺
、拝
乾
き
い
洋
肖
Ｓ
童
野
僻
謝
ｕ
。
小
ざ
口
Ｓ
訃
扉
僻
回
津
ギ
い
汁
Ｓ
Ｓ
目
弱

（―
罫
輸

回
３
岸
郎
バ
弱
翌
叫
い
。
升
剛
を
出
ヽ
電
――
を
縛
沙
耐
珊
Ｓ
珂
３
岸
。

側
副
罫
百
而
叫
さ
を
＝
″

（―
罫
輸
Ｆ
″
罫
Ｓ
聯
蝉
″
喘
謝
球
併
③
部
選
′
酬
料
″
鮒
直
″
即
鞘
船
Ｓ
部
溺
、再
乾
き
い
洋
沌
０
±
野
僻
卦
ｕ
。

締
翌
球
甜
′
認
判
僻
）
沖
α
輔
翌
鮮
併
こ
″　
回
３
さ
郎
バ
弱
翌
叫
い
。

小
さ
ｗ
Ｓ
部
輝
郁
回
陣
ギ
か
汁
Ｓ
Ｓ
目
ｍ

脚
配
罫
高
冊
瑚
さ
を
冊
′
噺
奇
球
併
Ｓ
滞
薄
″
酬
料
″
輔
直

仔
″
罫
毬
聯
肥
″
締
翌
爵
甜
″
認
製
輔
）
沖
α
奇
翌
僻
併
こ

鮒
鞘
紺
Ｓ
齢
溺
辞
功
い
か
洋
肖
Ｓ
童
野
郁
謝
ｕ

口
３
岸
郎
バ
弱
翌
叫
い
。
沖
脚
″
凹
ヽ
Ｅ
ＩＩ
″
。
小
さ
口
Ｓ
部
癖
郁
回
陣
叫
い
汁
Ｓ
Ｓ
円
ｍ

（―
罫
輸

轄
ゆ
耐
僻
③
□
占
き
う

雨
叫
さ
を
さ
○
晰
謝
球
併
Ｓ
麻
薄
″
酬
料
朴
Ｓ
齢
野
辞
乾
き
い
洋
沌
Ｏ
士
野
僻
奇

〕
。
Ｓ
料
′
癖
薄
郁
回
陣
対
い
討
Ｓ
Ｏ
円
ｍ

（―
罫
輸
卜
′
爵
Ｓ
聯
蝉
＄
）
沖
α
回
陣
謝
翌
付
併
い
。

皿
３
岸

（戦
剛
′
飾
ヨ
僻
）
僻
糾
コ
叫
い
。

ゝ
ヽ
も
導
対
く
丸
僻
部
備
′
弱
翌
百
卒
ｕ
Ⅱ
じ
０
辞
剛
郁
削
辞
σ
″　
□
３
飾
ヨ
，
Ｓ
Ｗ
コ
サ
じ
サ
が

浦
希
３
部
柵




